
３．報告（１）第１次推進計画について           資料１ 

計画の数値目標 

目標項目 平成２５年度 平成２８年度 平成３０年度 
平成３１年度 

≪目標≫ 

※１ 

市立図書館の児

童図書の蔵書冊

数(15 歳以下の

子ども１人 

あたり) 

4.3 

冊 

5.7 

冊 

 

6.4 

冊 

 

７冊以上 

※２ 

市立図書館の児

童図書の年間貸

出冊数(15 歳以

下の子ども 

1 人あたり) 

9.1 

冊 

9.3 

冊 

10.3 

冊 

１４冊 

以上 

※３ 

市立図書館の

「学校協力貸

出」の年間貸出

冊数 

4,991 

冊 

4,267 

冊 

5,134 

冊 

7,000 

冊 

※４ 

朝読書、読み聞

かせ等全校一斉

の読書活動を実

施している学校

数の割合 

小学校  

100％ 

中学校  

100％ 

高等学校 

77.8％ 

小学校   

100％ 

中学校  

 100％ 

高等学校 

 77.8％ 

小学校   

100％ 

中学校   

100％ 

高等学校  

100％ 

小学校   

100％ 

中学校   

100％ 

高等学校  

100％ 

※５ 

家でまったく本

を読まない児

童・生徒の割合 

 

小学２・５年生 

の平均    

５．３％ 

中学２年生  

１９．９％ 

高校２年生  

２９．７％ 

 

小学２・５年生 

の平均  

5.7 % 
中学２年生 
32.2% 

高校２年生 
39.2% 

 

小学２・５年生 

の平均 

8.8 % 
中学２年生 

29.5% 
高校２年生 
42.2% 

 

小学２・５年生 

の平均     

０％ 

中学２年生   

０％ 

高校２年生   

０％ 

・子どもが読書に親しむ環境の整備・充実としての項目、※１児童図書の蔵書冊数、※２児童図書の年

間貸出冊数については、目標数値に近づいている。 

・※３ 学校協力貸出（団体貸出）の年間貸出冊数については、学校、学級数の減少により目標数値の

達成は難しい。ただし、１学級あたりの貸出冊数では増加傾向といえる。 

・※４ 小、中学校、高等学校における全校一斉読書活動に関する目標は、朝読書、読み聞かせをはじ

め年代に応じた活動が、すべての学校で取り組まれている。 

・※５ 家庭での読書に対する傾向を図る数値は、不読率が増加する結果となった。 


